
 

 

令和８年度１級建築施工管理技士 

二次検定試験 総評 

 

令和８年 10月 18日（日）に二次検定が実施されました。 

二次検定試験をご受検された皆様、大変お疲れ様でした。 

問題１の施工管理記述の出題方式が変更されて３年目の試験となります。 

「R6 合理化→R7 品質管理（R7臨時 品質）→R8 合理化」と、この傾向は変わりませんでした。 

ＴＡＣでは、３課題中２課題と直前テストで「合理化対策」を行いました。 

 

全体難易度は「やや難しい」 

 

問題２～６は例年通りでした。過去問で６割は取れる構成になっています。対して、問題１がやや難し

かった印象です。 

 

○問題１ 経験記述（難易度 難しい） 

R2の問題１を練り直したような問題でした。工事概要は特殊なことはなく、「合理化対策」とされる記

述ネタはほぼ書ける工事概要でした。 

小問１の①②は例年通り、ここまでは準備した内容そのまま書けます。問題は、③「②の実施によって

現場作業の軽減及び工期の短縮以外に得られる効果」について。 

内容自体は、R2の「副次的効果」が該当しますが、「現場作業の軽減及び工期の短縮以外」とあるため、

書ける内容がだいぶ制限されます。 

何が書けるか。 

「廃棄物削減」「近隣環境への影響軽減」「安全作業」「災害防止」「品質管理の向上」等が該当します。 

「副次的効果」で、「工程短縮」の記述準備をしていた方が多かったのではと思います。また、型枠工

事関係（ラス型枠、パーマネント工法、デッキスラブ）だと「得られる効果」が書きやすいところで「廃

棄物削減」となり（工期短縮が書けないため）、内容重複になりがちです。 

なので、もともと持ちネタが少ない方は、ちょっと悩ましかったと思います。 

 

小問２は、R2ほぼそのままでした。ポイントはやはり、小問１と「工事内容がかぶらないようにする」

です。 

 

ＴＡＣでは、添削課題３で令和２年の過去問（Ｓ造）で取り組みましたがいかがでしょうか。 

小問２では、「工事概要の建築工事に関わらず」とあるので、Ｓ造の内容や、記述準備した工事が工事

概要に無い場合はここで書けます。うまいこと書き替えられましたでしょうか。 

 

 



 

 

○第２問 仮設・安全（難易度 普通） 

 出題傾向の通り、「災害防止」でした。３問中２問が過去問から出題。「公衆災害」が初見でした。 

ＴＡＣ直前テストでは、災害防止で絶対出る「墜落・転落」は実施しました。 

「公衆災害」の答案として「仮囲い」「防護棚」「保護構台」「足場シート」等、「工事で外に出ていった

ら困ること」が書けます。直前テストでの「飛来・落下」は、公衆災害に繋がるものもあるため機転が

きいて書けたかな、というところ。 

「工事用電力設備」に関しては過去 H30に出題があり。ただ今回は、頭文なお書きに「電力の引き込み

口から分電盤（分電盤含む）までの区間を対象とする」とあるため。書けるのは「引き込み線」「分電

盤の中」「分電盤回り」についてとなります。 

あと、設問の問われ方が変わりましたね。「施工計画に当たり検討すべき事項」となりました。よって、

文末は現在形「～する。」となります。 

 

 

○第３問 ネットワーク工程表（難易度 普通） 

 仕上工事のネットワーク問題でした。３年続いてリードタイムが含まれた問題。小問 1.2.は確実に取

りたいところ。小問 3.4.は、R7の問題と同じで、設問による工程の変更等はなく、計算ができれば大

きな得点源でした。 

 

 

○第４問 仕上の記述（難易度 普通） 

４問中３問が過去問から、石工事乾式工法が初見問題でした。直前テストでは、「壁紙」の取扱いがあ

りました。過去問からの出題箇所は得点したいところです。 

 

 

○第５問 躯体の五肢択一（難易度 普通） 

８問中５問が過去問からでした。小問 4 の機械式継手は H30 臨時問題から、小問 7.8.は一次検定から

の内容でした。得点したい問題は 1.2.3.5.6.7.で取りたいです。 

 

 

○第６問 法規の五肢択一（難易度 やや難しい） 

建設業法以外の２つ、建築基準法と労働安全衛生法が初見でした。ただ、建築基準法 第 136条の４は、

未出題範囲ですが TACテキストでは取り扱いがあり、内部教材の「穴埋め問題集」でも箱抜きしていた

箇所が出題されました。 

 

 

以上、総評でした。 

もう少し突っ込んだ、松島の感想と小言が入った総評は「TAC 建築施工 ブログ」にて。そのうち。 

 



 

 

〇問題２～６の配点予想と★は得点したい箇所 

 


